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はじめに

長い人類史の中で人びとは、たえずまわりの環境に働きかけ、またまわりの環境から影響を

受けて生活を営んできた。まわりの環境には、地圏、水圏、気圏、生物圏といわれるようなも

のがあり、これらは人びとの生活の舞台 となってきた。

人びとは、このような環境とのや りとりの中でそれぞれの文化や社会をはぐくんできた。な

ぜなら、このような環境は場所によって異なるからである。地域とは、このような過程の中で

形成されてきた`個 性をもった意味のあるまとまり'と とらえることができ、そこにはその地

域特有の社会がみられる。

ところで今 日、わが国の中山間部では地域社会の崩壊が指摘される。これらの地域はいわゆ

る里山といわれるところで、特に高度経済成長期以降の人口流出や高齢化などにより、これま

での地域社会が維持できなくなっているところがみられる。そ して、それにかかわってさまざ

まな問題が生 じている。その1つ が獣害問題である。

獣害とは、イノシシやサル、シカなどの獣(け もの)に よる農作物や林産物などへの被害を

指す。獣害は古 くか らみられる被害であるが、地域社会にパワーがある時には獣害に対 しても

対応力をもてるが、その力が弱まると獣たちの外圧 に屈 してしまう。そして、その結果ますま

す地域社会が疲弊するという事態におちいる。

たとえばこのような時、このような地域をどうしたらよいのかを考える必要が出て くる。

1.2極 化 する 日本人 のイノシシイメー・ジ

わが国では、高度経済成長期以降都市部への人口集中が顕著になり、都市あるいはその周辺

の人ロが極めて多 くなった。それと連動して、山間部や中山間部からは人口が流出し、いわゆ
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表1イ ノシシのイメージ

1

都市部住民 被害地住民
283人(%) 136人(%)

ぼたん鍋 iso(as) 16(12)

イ ノブ タ ・ブ タ 42(15) 5(4)

丹波篠山 20{7)

田畑を荒らす 14(5) 69(51)

猪突猛進 ・突進 91{32) 22(lfi)

気が荒い 8(3)

鼻息 ・鼻 8(3}

牙 28(10}

ウ リ坊 42(15)

親子連れ・母子 14(5)

六甲 17{6)

動物園 8(3}

かわいい 8{3)

干支 45(16)

花札 11(4)

無記入 38{28)

る過疎化が進行 してきた。このような中で、

都市部の多 くの人びとの生活はイノシシなど

の野生動物 とは直接にかかわりのないものに

なり、彼 らの存在は人びとの生活か ら遊離し

たもの となっている。一方、中山間部などで

はイノシシなどによる被害が多発 し、今や人

びとの関心はこの一点に集中しているのが現

状である。

表1は 、大阪の都市部の住民と滋賀県高島

町の中山間部のイノシシ被害地の住民に、イ

ノシシのイメージについてアンケー ト調査 を

行った結果である。ここでは、「Mイノシゾ

と聞いて、連想 し思いつ くことをできるだけ

多 くあげて ください」という設問をもうけ、

人びとのイノシシイメージをみることにした。

表をみると、イノシシに対する都市部の住

民 と被害地の住民のイメージに明 らかな違いがあることがわかる。大阪の都市部の住良のイノ

シシイメージは、Yぼたん鍋"、Yイ ノブタ ・ブタ"と いったイノシシの肉料理関連のもの、K猪

突猛進障やYウ リ坊"と いったイノシシの性質や姿 ・形関連のもの、"干 支"と いった暦法関

連の ものが主 となっている。これらのイメージは、おそらくイノシシと直接に接することがな

い現代の多 くの日本人に共通的なものであろう。そして、このようなイメージは、わが国の人

びとのイノシシイメージの1つ の典型的な型になっていると思われる。

一方、滋賀県高島町の人ぴとのイメージはどうであろうか。ここでは、"田畑を荒 らすMと

いった害獣イメージが突出している。他のイメージが極めて少な く、また無記入が多いのも特

徴である。害獣であるイノシシに対する気持ちが、このような回答結果を生み出しているので

あろう。このようなイノシシイメージは、イノシシの被害のみに関心が集中している現代の中

山間部の被害地の多 くの人びとに共通したものであろう。そして、このようなイメージもまた、

わが国の人ぴとのイノシシイメージの1つ の典型的な型を形成 していると思われる。

現代のわが国の多 くの人ぴとのイノシシイメージは、おそらくこの2つ の極に分裂 している

と思われる。

II.地 域づくりの中でイノシシを考える

「昔から、イノシシはクマ、サル、ウサギ、キッネ、タヌキなどとともに極めてなじみの深

い動物である」 と、ほとんどの人が感 じていると思 う。イノシシは他の動物 とともに里山の代

表的な動物であ り、人びととなじみ深い関係をもち続けてきたと … 。
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しかし、いざそのイメージをみてみると、現代の人びとのイノシシイメージは極めて偏 りが

ある。なぜ、このようなイノシシイメージがで きあがっているのであろうか。

それは、現代の多 くの人びとの生活が都市中心となり、生活の中でイノシシと直接に接触す

ることがほとんどなくなったことが1つ の大きな理由である。また、もう1つ の大きな理由は、

生活の中でイノシシとの直接的な接触が生 じている中山聞部などで、それが農作物被害をめ ぐ

るイノシシとの攻防1点 に集約されており、 しかも、その多 くの地域社会が過疎化や高齢化で

足腰が弱まり、獣害 といった外圧に抗 しきれない状態 にあるためである。

地域づ くりの中でイノシシを考えていく場合、このような偏 りのあるイノシシイメージは何

とかしていかなければならない。

(1)都 市部の人び ともイノシシに関心をもとう1

都市部の人びとは、自分たちの生活がイノシシと直接にかかわっていないため、イノシシと

のかかわりに必然性を感 じることはほとんどないであろう。しかし、たとえば、都市部の人び

とはイノシシが生息する中山間部に旅行することがあるだろうし、またイノシシとの攻防の中

で生産されるこれらの地域の農産物を購入し食べることも多いにちがいない。このように考る

だけでも、都市部の人びとがイノシシとは無縁だとはいえないのである。それに、出身地が中

山間部にあるという人も多いであろう。そのような人びとにとって、中山間部は自分の田舎で

あ り故郷である。さらに言うと、ご先祖 さまの土地である。その土地に思いを馳せ、その行 く

末を案 じるのは自然の成 り行きではなかろうか。

だから、是非、都市部の人びとには中山間部などに生息するイノシシに関心をもってほ しい

のである。都市部の人ぴとに望まれるイノシシ理解のポイントは2つ ある。1つ は、イノシシ

の生態や形態などに関して正確 な知識を得ることである。もう1つ は、わが国におけるイノシ

シと人びとのかかわりの長い歴史の理解であり、中山間部などで生 じている今日のイノシシ問

題の理解である。

{2)中 山間部の地域づくりとしてイノシシ間口を考えよう1

先にイノシシ被害が深刻な中山間部の人びとのイノシシイメージの例をみた。そこでは5害

獣視"が 突出し、都市部でみられたような"ウ リ坊"や"か わいいNと いった雰囲気のイメー

ジはなかった。これは、イノシシによる被害がそれだけ深刻だということであるが、この地域

の人びとのイメージもまたこのままではよくないであろう。

このような地域の人びとにも、まずはイノシシが どのような動物であるのか、その生態や行

動に関する正確な情報を知ってもらう必要がある。これは、都市部の人びとの場合 と同じこと

である。

また、イノシシとの関係史やイノシシ問題についても理解 してもらう必要がある。特にここ

では、実際にイノシシ問題が生じているところであるか ら、その実態の把握 と、イノシシ問題

への対応のあり方を考えていく必要がある。ポイントはいくつかあるが、重要な点の1つ は次
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写真1調 査用に捕獲され、発信機を付けられたイノシシ

麟

曳!
写真 テレメトリー調査

(発信機を付けられたイノシシを追跡する〉

の生態や被害の実態 を分析するため、数頭のイノシシを捕獲 し、それらに発信機を装着 し、テ

レメ トリー調査などを行なった(写 真1・2)。 科学的なデータを入手 し、都市部の住民や被

害地の住民に客観的なイノシシ情報を提供するためである。

のようなことであろう。

それは、イノシシの生息動向

や被害問題が、その土地の人び

との土地利用や社会の構造 と極

めて密接に関係 しているという

ことを理解 してもらうことであ

る。そして、先人である先祖の

時代のイノシシとのかかわり方

を参考にしなが らも、新たなか

かわり方を模索することである。

ところで、このような施策を

効果的なものにしていくために

は、中山間部の地域社会に活力

を呼び戻 さなければならない。

多 くの中山間部では人口減と高

齢化が進んでいるのだから、外

部から人材を受け入れた り、あ

るいは少ない人数で地域の資源

を有効に活用する方策を考えな

ければならないのである。この

ようなとき、イノシシを有効に

活用する工夫や仕掛けが何かな

いであろうか。このような点に

ついて考える必要がある。

なお、本研究では、イノシシ

(3)イ ノシシをめぐるネットワークをつくろう1

これまでみてきたように、イノシシに関 して、都市部も中山間部 もそれぞれ問題をかかえて

いる。都市部の人びとにとっては、イノシシは動物園の世界、絵本の世界の動物となっている

ので、イノシシの実像にふれる体験が必要となっている。一方、中山間部は、高齢化や人ロ減

によりイノシシの外圧に抗 しきれなくなってお り、できればひろ く人材を求め、地域に活力を

つけることを考えることも必要となっている。

このように考えると、都市部の人びとを中山間部にひきつける工夫や仕掛けがあれば、両者
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の悩みは一挙に片付 く、とまでいかずとも、けっこううまくいけるのではないか と思うのであ

る。

1つ の案を考えてみよう。まず、中山間部のいくつかの地域にイノシシを中心 としたフィー

ルドミュージアム ・エコミュージアム的な構想を導入 してはどうだろうか。おおまかな構想を

描いてみよう。

そこでは、外部か らきた人は、田畑やその周辺の里山などで四季折々のイノシシのフィール

ドサインが観察でき、イノシシの生態や行動を学ぶことができる。 また、イノシシの被害対策

に地域の人びとがどのような工夫をしてきたのかを知ることもできる。さらには、イノシシの

捕獲の方法や捕獲したイノシシをどのように利用 してきたのかを知ることもできる。

中山間部を訪れた人ぴとは、かつて築造 さ

れた猪垣の跡 をたどった り、あるいは復元 し

た り、 さらには実際にイノシシの被害対策の

作業を手伝った りする。また、イノシシ肉の

料理を味わった りする。そ して、このような

地域の人びととの交流の中からイノシシやイ

ノシシ問題を理解 し、自分の先祖の土地を思

い、さらには日本人とイノシシの関係史に思

いを馳せるのである。運がよければ、イノシ

シの捕獲や解体などにも立ち合 う機会があろ

うし、多 くの貴重な体験ができる。

中山間部の人びとは、外部から人びとを受

け入れることによって地域に活力を得、また

、"

㌔ 岬`・魯

副

へ
Lも

イノシシをめぐるネットワークをつくろう!
(佐藤杏子作)

それ らの人ぴとにイノシシ問題 とは何かを説 くことによって、地域に生 きてきた先人の生活史

を再確認 し、自分を見つめなおすことができよう。

宿泊は農家で まかなったり、空き家になった家屋を有効に使 う方法 もある。また、イノシシ

の捕獲だけでなく、イノシシやイノブタの飼育なども合わせて行い、肉の安定供給や商品化を

行い、さらには飼育施設の見学などを取 り入れていくこともできるであろう。現在多くの中山

間部には、イノシシ肉の流通やイノシシ ・イノブタの生産などがみられることから(神 崎 ・大

束、1997;高 橋、1995)、 このような基盤を整備 し地域づくりに活かすのである。イノシシと人

びとのかかわ りに関する資料館があってもいい。

このようにしてつ くられた中山間部のいくつかの地域のイノシシをめ ぐるネットワークの核

が成果を出せば、その波及効果は残 りの中山間地域にも及んでいくであろう。このような都市

と農村の交流では、いろいろなレベルでの交流の推進が望まれる。特に、中山間地の近隣には

それぞれ中 ・小の多 くの都市がみられることから、このような地方レベルでの交流が推進され

ることが重要である。たとえば、ある流域の中 ・上流部の中山間地域と下流部の都市が、1つ

の流域 というくくりの中で結びついてもよいだろう。そこでは、個人やグループでの交流が活
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発に行われることを期待 したい。このような交流に意義を見出した人ぴとがそれを継続 してい

けば、交流の底辺がひろが り、また相互理解の中から中身の濃い交流ができると考えるからで

ある。そして、このような交流を通 して、中山間部に定住 していく人が出て くればよい。

(4)新 たな 凹まなざし"を 構築 しよう1

さて、このような試みなどを通して、イノシシやイノシシ問題 を理解 し、イノシシイメージ

を改め、地域づ くりをすすめることは有意義であると考えるが、動物 との間に親密性や連続性

をもつ、殺生や肉食を避けるといった日本人の伝統的な動物観 といったものを、ここではどの

ように考えていけばよいのであろうか。イメージが表層的なものであるのに対 し、伝統的な動

物観は基層的なものである。 したがって、そう筒単には無 くならないし、また急激に変化をす

るものでもない。いまなお人びとの動物観に伝統的なものが多かれ少なかれみ られるのは、そ

のためである。

我々の先祖は、日々の生活の中で生きものを捕獲 したり採取 してきた。そのようにして、人

生を送ってきたのである。そこでは、人びとにとってこれ らの生 きものは生活の糧であった。

また、被害を与える生きものに対しては様々な防御をし、時には捕獲 もしてきた。我々の先祖

は、このように生きものと密接 にかかわってきたのであるが、そこには生 きものに対する特有

の見方があったように思う。それは、Kお互いに生きている"、6み んな(皆)命 がある卯、"そ

の御蔭(お かげ)で 生きている"と いったものであろう。

多くの集落に1まお寺や神社があ り、人びとは土地を耕し、川で魚を捕 り、山で獣をとること

もある生活の中で、仏事や神事にはげんできた。そして、生きものに対する親近感や慈悲の気

持ちを確かなものとし、自分たちがその御蔭で生かされ、また先祖の御蔭で今日の自分がある

といった生活の規範を会得してきた。我々の先祖の生活はこのような規範の中にあ り、土地を

耕すにしても、生きものを捕獲 ・採取するにしても、単なる行為ではな く、心がはいったもの

があった。 このような人びとは、被害をこうむっていても、むやみに動物を殺裁することがな

かったし、肉を食べるにしても感謝の念をもってそれを食べたのである。

地域づ くりの中でイノシシ肉の活用をはかった り、イノシシの科学的管理の中でイノシシの

捕獲やイノシシ肉の活用を考えていくにおいても、このような伝統的な動物に対する姿勢を考

慮 し、それに対応 していく必要があろう。要は、伝統的なもののよいところを活かし、修正を

加える必要があるならば、それを指摘すればよいのである。

今、世界的な課題 としてY自 然や野生動物との共存"が とりあげられているが、それがめざ

す ところと"お 互いに生 きている"、Mみ んな命がある"、"そ の御蔭で生きているwと いった見

方は、波長が大いにあうのではなかろうか。我々は、幸運にも、伝統的に、自然や野生動物と

共に生 きる姿勢をもっているのである。これは貴重な財産であるから、我々はこのような伝統

的な文化をあらためて見直 し大切にすべきであろう。

このような伝統的なものの有 り難いところを大切にし、イノシシやイノシシ問題の理解をす

すめ、イノシシのイメージを改めていけば、そこにはイノシシに対する新たな4ま なざしwが
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構築されるに違いない。イノシシとの共存を考えるには、イノシシの科学的な管理手法を確立

し、地域の構造を検討する必要があるが、その中でイノシシに対する人びとの精神的なバ ック

ボー ンをしっか りとしたものに していかなければならない。新たなYま なざし'の 構築が望ま

れるゆえんである。

(本研究は、先に出版 した、高橋春成編(2001)『 イ ノシシと人間一共に生きる一」古今書院、に収めた。

ここに示したものは、その概要の一部である)
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